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1 2 3 4 5 6 7祐太朗投打に活躍、泉も嬉しい猛打賞！
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久々機能した上位打
線！

7/9（土）大黒埠頭公園野球場に出向き、ﾜｲﾙﾄﾞﾋﾟｯﾁとのKSC公式戦を行った。本日関東地方の梅雨明けが発表され、暑さ本番の中での戦いと
なった。過去の戦績は、１勝しかあげていないチームだけに、好球必打で是が非でも勝利を掴みたいものである。今日の先発は祐太朗、自身の相
当な自信が空回りせず、チームに溶け込む事が今日の鍵であろう。さて、その祐太朗の初回のマウンド、先頭を粘られた挙句四球で出塁を許す。
しかし、その後慌てる事無く、２三振を含む凡打で初回を終えた。その裏の攻撃、先頭が相手の失策で出塁、その後２盗・３盗を決め、早くも先
制のチャンスとなった。2番の哲也は、3球同様なファールの後、きっちり三塁線に運び先ずは1点、そして、最近打線上向きな深沢が、2球目を
右に運び2点目を上げた。続く2回の攻撃、一死後4本の安打で3点、4回には、2打者連続四球の後、3番がきっちりセンターに運び1点、その後
は、加入後初となる祐太朗の柵越え2点を追加し、今日のゲームをほぼ手中に収めた。6回にも自信初となった泉が猛打賞を決めた2ベースで2点
を挙げ、終わってみれば２桁得点での勝利となった。6回を投げ終わった祐太朗は、７奪三振、与四球４と上々の出来であったが、本人コメント
は５０点との事、今後は、それを１００点に近づけて頂きたい。さて、ここで今日の失点の場面を振り返ってみる。４回の守備は、少し頂けない
内容であった。三塁線の打球は、ややバウンドを併せるのが難しく、また、捕球後の送球も素早さを要求される打球、実は先日TVで野球観戦をし
ている時に同様なシーンを見たばかりであった。さすが、プロで華麗に裁いてアウトに取った。しかし、全てが一瞬の中で頭をよぎり、捕る事を
慌て、失策とした。しかし、結果的にはこの走者をホームに帰してしまい、且つ内外連携のボールが内野に転々と転がってきたが、このボールに
投手が反応せず、ベンチにボールが入り、余計な２点目を与えてしまった。点を取られる内容によっては、チーム全体が非常に嫌なムードが漂う
だけに、起きてしまった事は、気持ちを切り替え、インプレー中は、ボールから目を切らずに、集中しよう。
今日は暑かった。しかし、ベンチも同様にフィールドと一丸であった。その中でもライン引きに精を出す。フェンスを越えた打球を何度も乗り越
え、探しに行ってくれた主将の影の働きに感謝します。また、きっちりそれを収めた球場カメラマンもさすがである。
2003年2月にチーム発足から8年、今日悲願のチーム１００勝を達成しました。この間、チーム内の雰囲気も変わり、現在は、6期目位かなと感
じています。しかし、チームを愛し、野球を愛するメンバーの集合体だと思っていますので、益々このチーム一丸の気持ちを持って頂き、更なる
勝利を目指しましょう。ＫＳＣも連勝中です。来週もＫＳＣ公式戦です。取りこぼす事無く2年連続完全優勝目指しましょう！！！！
秋に帰ってくるメンバー達のためにも・・・・

祝チーム通算１００勝


